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リスアセスメントは俯瞰

～「見つけた」から「調べた」への転換～
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リスクアセスメントは俯瞰

「何をやる」はスタートではなく
「今がどうか」を把握することがスタート

「今」を把握すれば 「何をやる」かは自ずと決まる
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資料出所：人 口 1990年～2016年「人口の推移と将来人口」総務省統計局

2020年から「推計結果比較表」国立社会保障・人口問題研究所
労働災害 厚生労働省 （死傷災害は、休業４日以上）

労働災害：死傷 ×100人
死亡 人

死傷災害

死亡災害

人口

人口推移と労働災害

労働人口の減少、変わる働き方
今までと同じ考え方に立脚していないだろうか？
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雇用形態の変化

出所：独立行政法人労働政策研究・研修機構
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労働安全衛生マネジメントシステムに関する指針

第３条 この指針において次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号

に定めるところによる。

一 労働安全衛生マネジメントシステム

事業場において、次に掲げる事項を体系的かつ継続的に実施する安全

衛生管理に係る一連の自主的活動に関する仕組みであって、生産管理

等事業実施に係る管理と一体となって運用されるものをいう。

イ 安全衛生に関する方針（以下「安全衛生方針」という。）の表明

ロ 危険性又は有害性等の調査及びその結果に基づき講ずる措置

ハ 安全衛生に関する目標（以下「安全衛生目標」という。）の設定

ニ 安全衛生に関する計画（以下「安全衛生計画」という。）の作成、

実施、評価及び改善

平成 11 年労働省告示第 53 号

改正 平成18年厚生労働省告示第113号

改正 令和元年厚生労働省告示第54号

リスクアセスメント
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日本と欧米の考え方の違い

日本の考え方 欧米の考え方

⚫災害は努力すれば２度と起こらないよう

にできる

⚫災害は努力しても、技術レベルに合わせ

て必ず起こる

⚫災害の主原因は人である

⚫技術対策より人の対策

⚫災害防止は技術の問題

⚫人の対策よりも技術対策

⚫管理体制、教育訓練と規制の強化で安

全を確保

⚫人は必ず間違いを犯す

⚫技術力向上がなければだめ

⚫安全衛生法で、対人および設備の安全

化を目指す

⚫災害が発生するたびに規制を強化

⚫設備の安全化とともに、事故が起きても

重大災害にならない技術を開発

⚫災害低減化に関する技術力向上の努力

⚫安全はただである ⚫安全はコストがかかる

⚫目に見える具体的危険には最低限のコ

ストで対応

⚫危険源を洗い出し、リスクを評価し、評

価に応じたコストを掛ける

⚫見つけた危険をなくす技術 ⚫論理的に安全を立証する技術

⚫度数率（発生件数）重視 ⚫強度率（重大災害）重視
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安全目標？

【目標】

災害ゼロ

【現状】

災害発生あり

安全意識の高揚

「安全意識」の測定方法・維持管理とは？

災
害
の
主
原
因
は
人
で
あ
る
？
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安全とは

許容できないリスクがないこと
ＩＳＯ／ＩＥＣガイド５１：２０１４

・リスクの概念の理解が不可欠

・安全はリスク経由で定義されている

・安全とは、災害の起きない状態を指していない

◼ 広義の安全には衛生を含みます。
◼ 本解説では、基本的に広義の安全を使用します。

許容可能なリスクは含まれている
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メリットとデメリット

◼ 好むと好まざるとにかかわらず、受益に対するリスクが
存在する

◼ 許容するか否かは価値観であり、別問題
◼ リスクを意識すらされていないことが多い
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安 全
許容しているリスクを

承知して挑んでいる状態

リスク小

安全はリスク経由で定義

リスク低減残留リスク

災害の起きない状態を指しては
いないのに、一般に理解は？

ルール設定
いわゆる
ハード対策

リスク大
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リスク小 リスク大

どこまでが「許容」なのか

⚫ 法令があれば、その法令（最低限）

⚫ それ以外は、対象となる人、時代背景（価値観など）、技術力など

によって変化する。

⚫ ・・・が自主性がある判断が行われているとはいいがたい。

安全を考えているのではなく、法令違反か否かを考えている傾向
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気付きによる調査手法の限界

個人の気付きが情報収集の入口になっているという共通点
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リスクアセスメントの意図すること

現状把握

対 策

見つからない危険は

なくならない

そもそも従来感覚での

危険はなくならない

見つけた危険をなくす

見つけた

入口をできるだけ感性

に頼らない

調べた

調べる仕組みが必要

役割が確立

⚫ ＲＡは災害防止の直接的ツールではなく

マネジメントのための情報整理ツールである

⚫ マネジメントは、現状把握から始まる
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ボタンの掛け違い

安全衛生
「活動」

＋ ＝
歪められた
リスクアセスメント

見つけた
危険をなくす

◼ 管理すべき対象の(組織としての)把握のため
（先端作業者からの情報収集のツール）

◼ リスク低減とルール設定の整理のため

◼ 気付いた（危ないと思った）ところに点数を付
け、その点数を下げる活動ではありません。

◼ 実施には仕組みが必要ですが、書類を作成する
ことが目的ではありません。

◼ 先端作業者と、その直近上司、さらに課長級、
部長級、安全衛生担当部署、調達部署、生産技
術部署、計画部署、それぞれ役割が違います。
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災害発生のシナリオ

具現潜在

「危なさ」を

引き起こす根源

（化学物質も）

作業など

危険源と作業が

関わっている状態

災害の発生が

差し迫った状態

気づきが必要

機械的・人的な

エラーの介在など

負傷なし
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リスクアセスメントの大前提

◼ 作業把握（マネジメント）されている前提で構築されている。
◼ 発生した災害の約８割以上は、リスクアセスメントされていない。
◼ 多くは、作業把握がされていない。

負傷なし
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工程順に源流から見る

カ
レ
ー
調
理

調理器具準備

食材洗浄

食材カット

炒め

煮込み

仕上げ

盛り付け

調理器具洗浄

こ
ち
ら
か
ら

見
る
。

残材処分

準備作業

本作業

片付け作業

時間の流れに沿って行
われる単位作業などご
とに整理して考える

道具を探す作業

異常処置作業

場所を作る作業

こ
ち
ら
か
ら
見
る
と

思
い
つ
き
に
な
る
。

時
間
の
流
れ

「
見
つ
け
た
危
険
を
な
く
す
」
は
、

こ
ち
ら
側
か
ら
、
現
象
を
見
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
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標準と標準以外の整理（例）

葉もの野菜

根菜

異物あり
手順

虫などあり
手順

＋

＋
周囲の環境

◼ 「作業把握」の理解が、「すべての細かな手順」、「要領書を作らな
ければならない」など、飛躍しやすい。 → 挫折

◼ 「現場に丸投げ」してきた歴史と、ハンズオンへの抵抗

※このイメージ程度の把握でＲＡは可能 他への転用可能
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危険源の種類 調査対象とするか、しないか 除外する危害の大きさ

機 械 的 する 75Ｎ以下 80ｗ以下

電 気 的 する 24Ｖ以下

熱 的 する 50℃以下 28℃以下(環境)

騒 音 しない

振 動 しない

放 射 しない

材料及び物質 する（ＳＤＳの利用）

滑り、つまず

き 及 び 墜 落
一部する（段差のみ） 5㎝未満

人間工学無視 一部する（照度のみ）

特定する危険源と危害の大きさを決める

全ての危険源の調査はできないので、あらかじめ対象としたい危険源の種
類と除外する危害の大きさを取り決めておく
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危険源のエネルギーと危害の大きさ

一般的に、危険源のエネルギーの大きさは、
危害の大きさと関係性があることが多い。

エネルギーの小さい危険源は
あらかじめ除外してよい

◼ 小さな災害は発生しても良いのか。。。という反論
◼ 大きなリスクを取り扱えているだろうか。
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これまでの誤解された記録シート

危険性又は有害性と
発生の恐れのある災害 重篤

度
可能
性

優先
度

◼ 対象となる危険源の
特定がない

◼ 気付いた災害を書い
ているだけ

リスクの見積り

包装材をセットする時に、
作業服の筆記具で、不意
にボタンを押して手がは
さまれる。

× △ Ⅲ

リスク低減対策

ボタンにカバーを
取り付ける

重篤
度

可能
性

優先
度

対策後のリスク

○ ○ Ⅰ

◼ 危険源が特定できていな
いのに、何を根拠に重篤
度が決まるのか不明

◼ 同様に何の可能性なのか
も不明

◼ はさまれる対象（の危
険源）が変わらないの
であれば、重篤度は変
わらない

不要（対策は別の記録方法で）
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簡略化した「リスク見積り基準」（例）

人への依存度

⚫ 熟練が必要
⚫ かなり勘やコツが必要
⚫ やりにくい作業
⚫ 頻繁に作業の遂行が妨

げられる

評価点

Ａ

Ｂ

Ｃ

⚫ 少し熟練が必要
⚫ 勘やコツが必要
⚫ 作業の遂行が妨げられ

ることがある

⚫ 短い期間の訓練で作業
ができる

⚫ 作業に専念できる

危害の大きさ

死亡
身体障害等級

１～３級

身体障害等級
４～１４級

上記以外の骨折
その他のけが

ほぼ影響なし
(軽い打撲・痛み)

評価点

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

防護
なし

防護
あり

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

危害の大きさ判定区分 人への依存度判定区分

発生確率のうち
工学的対策

危
害
の
大
き
さ

発
生
確
率
の
う
ち
人
へ
の
依
存

経 リ
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リスクアセスメント指針に基づく記録

リスクアセスメント記録表

登録№作業区分

作 業 名 153

定常

ファンヒーター運転

対象危険源（具体的に） 危害
程度

依存
度

備考
（メモ）

炎

排気ガス（熱）

排気ガス（ＣＯ・ＣＯ2）

火傷

中毒

手順書

有

想定
部位

ｂ

Ｃ

Ａ

火傷
火災

想定する危害の
大きさを記入する

有効な防護がある場合は、
小文字の区分を記入する
（危害の大きさを変えない）

有効な防護がない（残留リスク）
場合は、大文字の区分を記入する

※ポイント（ＲＡ指針 同解説 ５ページ参照）
【指針】 ３ 実施内容
(1) 労働者の就業に係る危険源の特定
(2) ・・・危険源によって生ずるリスクの見積り
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関わる作業
担当

部署

炎

(燃焼)
電気 熱

ＣＯ

ＣＯ２
灯油 重量

ファンヒーター運転

（定 常 作 業）
現場 ｃ－ ｂ－ ＢＣ ＡＢ □ □

灯 油 補 給

（低頻度定常作業）

現場

職制
？？ ｂＣ ＣＣ ？？ ＣＣ ＣＣ

エアクリーナー清掃
（低頻度定常作業）

現場
職制 ？？ ｂＣ ＣＣ ？？ □ □

ファンヒーター移動
（非 定 常 作 業）

保全 ？？ ｂＣ ＣＣ ？？ □ ＢＢ

セ ン サ ー 交 換
（非 定 常 作 業）

保全
特任 ＡＢ ＢＢ ＢＢ ？？ ＣＢ □

作業と危険源の関わりとリスク見積り

■ 作業ごとに関わる危険源の見積り結果を一覧化する。
■ 表中、「？？」としたのは、手順内容によって関わりが不明なため。

たとえば、ファンヒーターを運転したまま灯油補給などの手順であれば、見積り対象となる。

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
に
関
連
す
る
作
業

ファンヒーターに関連する危険源

□ 関わらない危険源

コ

ン

セ

ン

ト

の

抜

き

差

し

吹

出

口

の

予

熱
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負傷なし

⚫危険源をなくす
⚫危険源のエネルギーを（影響がない程度に）小さくする

⚫作業をなくす
⚫危険源に関わらない作業方法にするリスクは残留している

対策も災害発生のシナリオで

↓（「事故の起きない」との誤解が多い）

本質安全 機能安全
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危険源をなくす、小さくする

◼ 尖っている角を丸める。
◼ 高所へ上る必要をなくす。
◼ 段差をなくす。
◼ 電圧を下げる。
◼ 出力の小さなモーターを採用する。

…など

経 リ
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作業をなくす、危険源と関わらない

◼ 工程全体に目を向け、危険源に関わ
る作業をなくす

◼ 防護方法を検討し、柵外作業に変更
するなど、危険源に関わらない作業
方法を採用する

…など

経 リ
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災害発生のシナリオへの作用

危険源の影響範囲に立入ること自体を
物理的に防ぐ
◼ 防護柵の設置
◼ カバーの設置

…など

危険源の影響範囲に近づくことを許容
しつつ、立入った際に危険源を無効化
◼ ライトカーテンの採用
◼ マットスイッチの採用

…など

経 リ
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「危険」はなくならない

元のリスク の 大きさ

リスク低減不可（すべて許容するしかない＝すべてを人に注意力で）

リスク低減可能（許容しているものは人の注意力で担保する)

すべて残留リスク（管理的対策で行うしかない）

リスク低減残留リスク（管理的対策）

リスク低減の機能の維持管理が必要
① 特別な教育訓練が必要

その維持管理も必要

② 社内一般のルールへで対応可能

③ 社会一般のルールで当然可能
「床屋では帽子を取る」 etc

本来①である必要のルールを
②として取り扱われている

ケースも少なくない

「動くものに手を出すな」 etc
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否定形のルール 肯定形の行動目標

（クレーンの）
■ つり荷の下に入るな

（運行経路を外し、全体を
見渡せる場所を指定して）

■ ここに立って操作する

（台車やカートなどを押すとき）
■ 指をはさまないように注意

（危険源の影響範囲外を検討し）
■ ここを持って操作する

（階段などで）
■ 転落しないように注意

■ 手すりを持って昇降する

■ 機械を止めずに掃除しない
■ このボタンで止めて掃除する
（止めるためのボタンを指示）

否定形のルールは肯定形の行動目標へ

■ 否定形のルールは、具体的な行動ができるよう肯定形の行動目標にする。
■ 管理者は、指示された（した）行動が管理対象になる。
■ 「○○した方が良い」など、あいまいな内容は行動目標として不適当

経 リ 大
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関わる作業
担当

部署

炎

(燃焼)
電気 熱

ＣＯ

ＣＯ２
灯油 重量

ファンヒーター運転

（定 常 作 業）
現場 ｃ－ ｂ－ ＢＣ ＡＢ □ □

灯 油 補 給

（低頻度定常作業）

現場

職制
？？ ｂＣ ＣＣ ？？ ＣＣ ＣＣ

エアクリーナー清掃
（低頻度定常作業）

現場
職制 ？？ ｂＣ ＣＣ ？？ □ □

ファンヒーター移動
（非 定 常 作 業）

保全 ？？ ｂＣ ＣＣ ？？ □ ＢＢ

セ ン サ ー 交 換
（非 定 常 作 業）

保全
特任

ＡＢ ＢＢ ＢＢ ？？ ＣＢ □

行動目標を決めることを現場の活動へ

■ 現場での安全意識の高揚（チームで達成）
■ リスクアセスメントの理解促進 など

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
に
関
連
す
る
作
業

ファンヒーターに関連する危険源

コ

ン

セ

ン

ト

の

抜

き

差

し

吹

出

口

の

予

熱

人への依存度

⚫ 熟練が必要
⚫ かなり勘やコツが必要
⚫ やりにくい作業
⚫ 頻繁に作業の遂行が妨げら

れる

評価点

Ａ

Ｂ

Ｃ

⚫ 少し熟練が必要
⚫ 勘やコツが必要
⚫ 作業の遂行が妨げられるこ

とがある

⚫ 短い期間の訓練で作業がで
きる

⚫ 作業に専念できる

人への依存度を下げる
行動目標を決めることを
職場の活動へ取り入れる

経 リ
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得られる情報を使う・
得られるように
仕組みを変える

整頓

危険源＋ ＝
リスク
アセスメント

３定

整理
必要なものと、そうでないものを
区別、層別する。
不要なものは、捨てる。

定位 置き場を作る。
定品 置くべきモノを指定する。
定量 決まった量を置く。

必要なものをいつでも誰でも取り
出せるよう、
秩序だてて配置する。

作業把握

⚫ 機械や装置
⚫ 必要な部材
⚫ 必要な道具、備品

など

⚫ 出現回数
⚫ 作業者の動線

など

２Ｓ・３定とリスクアセスメント
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生産
技術
部署

環境
部署

安全
衛生
部署

保全
部署

共通のプラットホームの構築

品質
管理
部署

調達
部署

連携？

分担？

生産
技術
部署

環境
部署

安全
衛生
部署

保全
部署

品質
管理
部署

調達
部署

◼ 成熟した組織は、自部署以外の業務に目を向けようとしない傾向があり、連携と言い
ながら実際には業務分担されているだけの場合も少なくない。

◼ 共通のプラットホームを使用することで、意識しなくても連携できる仕組み構築がで
きないかを検討する。

◼ 作業把握のための仕組みは、共通プラットホームを採用すると効果的

◼ リスクアセスメントを現場でのみ実施し（求め）ようとする誤解
◼ あらゆる部署が連携できるよう、トップの方針表明が必要

共通
プラット
ホーム

それぞれが情報を持ち込んでしまう。 共通プラットホームで情報を共有する。
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リスク管理と災害防止

リスク(過程)管理のできる範囲

災害防止(結果)できる範囲

≠

◼ 災害を防止するためには、生じるリ
スクを管理することから始まる。

◼ ヒト・モノ・カネの視点からも、全
てのリスクは管理できない。

◼ 多くの場合に、過去の経験等から同
種の災害を防止するため、気付きを
ベースに評価を行っており、リスク
を管理するという視点で行われてい
ない。

◼ リスク管理ができている範囲全てで、
災害を防止できるとは限らない。
残留リスクに対する人の行動に、確
実は求められない。

◼ だからリスクアセスメントは遠回り
であるという誤解
近道とされる多くは、、、、、

い

き

た
見 つ

つ

け
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安全はマネジメント

ヒト・モノ・カネ・情報を総合的に取り扱う視点が必要

決意例（他社事例から）
■ リスク管理は事業活動そのものという決意
■ 必要なリソースを投入する決意
■ 事実に嫌な顔をせず、ありのままに受け入れる決意
■ セクショナリズムの壁を取り払う決意
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定着できない問題

◼一度にすべてやろうとしている。
◼小さな職場単位でトライ
◼仕組みを変えても良い
（一度スタートしたら変えない＝×）

◼自社文化やビジネスモデルと合っていない。
◼無批判に手法だけを取り入れている。
◼「やりかた」教えてくださいｅｔｃ

◼なぜリスクアセスメントか、理解できていない。

◼リスクアセスメント（のプロセス）が評価されない。
◼結果の災害は、取り上げられる。
◼作業把握数、リスク評価数は評価対象にならない。

→ 面 従 腹 背 が 起 き る
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ＰＱＣＤＳＭＥは、モノづくりやサービス提供の７つの視点

Productivity＝生産性
インプットに対しアウトプットをできるだけ多く

Quality＝品質
ねらい通りの品質の製品・サービスを提供

Cost＝コスト・経済性
ムダを減らし低コストで製品・サービスを提供

Delivery＝納期・生産量
必要な時に必要な量の製品・サービスを提供

Safety＝安全性
労働者の負荷軽減・災害がなく安全に作業を

Morale＝モラール
人の能力が開発・向上され、働きがいを持てる

Environment＝環境
環境に負荷を掛けない生産プロセス、サービス提供

⚫ どの視点も欠かすことはできない。

⚫ どれかひとつだけを重視することもできない。

⚫ 安全も視点の１つ
安全を欠かすことはできない。
安全だけを別に取り扱えない。
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